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1.研究背景及び目的 

 近年 RC 構造物の⽕災による被害と，その調査事
例が多く報告されている 1)．その中で劣化深さを知
る⽅法として，コアへの中性化試験がある．しかし，
コアは通常径 100mm のものを抜き取るため，⽕害を
受けた構造物にさらにダメージを与えてしまうこと
が懸念される．そこで本研究は構造物へのダメージ
を軽微に抑えることのできる，⼩径の削孔により調
査が可能な MDT ⼯法 2)を⽤いて受熱コンクリートの
残存強度の推定が可能であるか検討を⾏った． 

2.MDT 工法概要 

 MDT ⼯法 2)とは，床版内部の劣化位置特定⼿法で
ある（図 1）．ダイヤモンドビットが⼊ったドリルに
よって，⼀定の押し付け⼒で削孔を⾏い，速度の違い
によって劣化位置を推定する．削孔径が 10mm 弱で
あることから，構造物へのダメージが⼩さく済む． 
3.実験概要 

3.1 試験体作製 

⽔セメント⽐ W/C=50%のコンクリート（表 1）に
より，⼀辺 150mm の⽴⽅試験体（MDT 微破壊試験
⽤ 1 体）と円柱試験体（圧縮強度試験⽤，3 体）を作
製した（図 2）．試験体内部温度を計測するため熱電
対を試験体の中⼼に設置した．養⽣は 14 ⽇間の気中
養⽣とした． 

3.2 試験体加熱 

温度パターンは⾮加熱（20℃），300℃，500℃，600℃，
700℃，800℃とした．昇温速度 3℃/min で所定の温
度まで上昇させ，その後温度を 12 時間維持し⾃然冷
却とした． 

3.3 実験方法 

加熱後に⽬視観察するとともに，温度ごとに⼀軸
圧縮試験及び MDT ⼯法による調査を⾏った．温度ご
との圧縮強度と MDT ⼯法による削孔速度を照らし

合わせて，傾向を考察した． 

4.実験結果 

 温度ごとの MDT ⼯法による深さと削孔速度の関
係を図 2 に⽰す．また図 2 の右 2 図は，平均削孔速
度を算出する際の補正⽅法を⽰している（詳細は後
述）．図 3 に加熱後の試験体を⽰す．  
図 3 から，劣化が視認できたのは 500℃からで，

500℃及び 600℃の試験体ではひび割れが⾒られた．
また，700℃ではひび割れおよび剥離が⾒られ，800℃

ではさらに⼤きな剥離・剥落が⾒られた． 

 図 2 に⽰す通り，深さ⽅向の削孔速度のばらつき
が激しかった．特に速度が急激に低下している箇所
が散⾒されており，粗⾻材によって速度低下が引き
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図 1 MDT 試験機 

図 2 MDT 試験および圧縮強度用試験体 
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起こされていると推察した．このことから，削孔速度
を補正する必要があると考え，以下三通りの補正⽅
法によって検討を⾏った．  
① 削孔速度 1mm/sec以下を取り除き平均したもの 
② 孔内の直視画像及び側視動画にて粗⾻材位置を
確認し，その部分を除いて平均したもの 

③ 瞬間速度の⼤きい部分を抜き出し平均したもの 
温度ごとの圧縮強度結果（3体の平均）を図 3 に⽰

す．受熱温度が⾼い試験体ほど圧縮強度がほぼ直線
的に低下した．これより，500℃で⾮加熱の 37％とな
った．なお，800℃では⼤きな剥離を起こしたため圧
縮試験を⾏えず，測定不可とした． 

温度ごとの補正後の平均削孔速度を図 4 に⽰す．
図 4 より，②の補正⽅法では温度ごとの傾向が明確
には⾒られなかった．②で扱った動画は画⾓が 120°

であったため，画⾓内に写らない⾻材の影響があり，
⾻材の取り除きは不⼗分であったと考えられる．⼀
⽅で①と③では似通った形状となった．600℃付近ま
ではほぼ横ばいの後，600℃から 700℃の間で急激に
速度が上昇した．①と③の⽅法ではより定量的に補
正を⾏うことができ，600℃以上では温度が⾼いと削
孔速度が早くなる傾向が⾒られる．500℃以下での速
度がほぼ横ばいであることに関しては，削孔速度の
計測が⼀箇所のみであったことによる削孔速度デー
タの不⾜，補正の仕⽅が荒いといったことが原因で
あると考えている． 
5.まとめ 

 受熱コンクリートに MDT ⼯法を実施し，削孔速
度と圧縮強度との関係を検討した．その結果，MDT

⼯法の削孔速度を計測することで，コンクリート内
部の圧縮強度を推定できる可能性を⽰した． 
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図 3 温度ごとの圧縮試験結果 

図 4 補正方法ごとの平均削孔速度 

図 2 温度ごとの削孔深さと削孔速度 
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